
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

九
月
一
八
日
を
忘
れ
な
い 

９
月
17

日
の
参
院
安
保

法
制
特
別
委
員
会
で
は
、
前

日
に
行
わ
れ
た
横
浜
で
の
地

方
公
聴
会
の
報
告
も
さ
れ
な

い
ま
ま｢

戦
争
法
案(

安
保
法

案) ｣

が
強
行
採
決
さ
れ
ま
し

た
。
公
聴
会
と
は
重
要
法
案

に
対
し
て
学
識
者
か
ら
の
意

見
を
聞
き
法
案
審
議
に
生
か

す
も
の
で
す
。
そ
れ
を
公
聴

会
の
報
告
・
審
議
も
な
い
ま

ま
自
民
・
公
明
の
与
党
で
強

行
採
決
し
た
の
で
す
。
こ
の

よ
う
な
国
会
の
ル
ー
ル
を
無

視
し
て
ま
で
も
、
ま
た
、
委

員
会
で
の
議
事
録
も
取
れ
な

い
ま
ま
で
行
な
わ
れ
た
採
決

に
対
し
て
、
断
固
認
め
る
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。 

18

日
に
始
ま
っ
た
参
議

院
本
会
議
で
は
、
こ
の｢

戦
争

法
案(

安
保
法
案) ｣

が
19
日

未
明
に
成
立
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
憲
法
違

反
の
法
律
を
実
行
さ
せ
た

ら
、
今
ま
で
培
っ
て
き
た
民

主
主
義
・
立
憲
主
義
が
壊
さ

れ
ま
す
。
二
〇
一
五
年
九
月

一
八
日
を
忘
れ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。 

 

                                       

                                       

平
成
二
十
七
年 

 
 
 
 

九
月
議
会
報
告 

  
 

         
 

一
般
質
問 

永
井
よ
し
か
ず
議
員 

《
質
問
事
項
》 

国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ
に

つ
い
て 

 

戦
後
、
日
本
国
憲
法
が
制
定
さ
れ
、
第

25
条
に
「
す
べ
て
の
国
民
は
、
健
康
で
文

化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
を

有
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
社
会
福
祉
・
社

会
保
障
・
公
衆
衛
生
」
と
い
う
３
つ
の
言

葉
が
生
ま
れ
、
国
は
憲
法
の
生
存
権
に
よ

っ
て
こ
の
義
務
を
負
う
事
に
な
っ
た
の
で

す
。 一

九
五
九
年
に
新
し
い
国
保
法
が
施
行

さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
「
国
民
皆
保
険
制
度
」

が
確
立
し
、
市
町
村
が
保
険
者
と
な
っ
て

の
「
国
民
健
康
保
険
」
が
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
先
の
国
会
で
成
立
し

た
「
医
療
保
険
制
度
改
革
関
連
一
括
法
」

で
は
国
保
の
都
道
府
県
単
位
化
が
言
わ
れ

て
お
り
、
こ
の
保
険
者
の
変
更
に
よ
り
、

阿
見
町
で
は
ど
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
る

の
で
す
か
。 

次
に
保
険
料
の
問
題
で
す
。
阿
見
町
は
、

国
保
世
帯
数
７
７
２
２
世
帯
の
16
・
１
％

に
あ
た
る
１
２
４
３
世
帯
が
国
保
滞
納
世

帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
滞
納
世
帯
を

解
消
す
る
た
め
に
町
と
し
て
一
般
会
計
か

ら
の
法
定
外
繰
入
れ
を
行
う
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
、
２
億
８
千
万

円
あ
る
基
金
積
立
金
を
取
り
崩
し
て
保
険

税
の
引
き
下
げ
に
あ
て
る
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
、
減
免
制
度
で
す

が
、
平
成
26
年
度
は
そ
の
利
用
が
ゼ
ロ
と

聞
い
て
い
ま
す
。
も
っ
と
利
用
し
や
す
い

減
免
制
度
を
創
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

 

《
町
長
答
弁
》 

 

平
成
30
年
か
ら
都
道
府
県
が
当
該
都

道
府
県
内
の
市
町
村
と
と
も
に
国
保
の
運

営
を
担
う
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
が
、 
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議会報告会のお知らせ 
9 月議会の報告会を下記の通り行います。

たくさんの方の参加をお待ちしております。 

記 
日 程：10 月 18 日(日曜日)  

時 間：午後 3 時 30 分より 

会 場：かすみ公民館  2 階和室 

      中央公民館が耐震工事のため 

使用できません 

参加費は無料です。 

        日本共産党 阿見町委員会 

 

 

 

こ
れ
か
ら
が
闘
い
だ 

18
日
夜
の
国
会
前
。｢

ア
ベ

ハ
ヤ
メ
ロ｣

の
コ
ー
ル
が
、
日

付
が
替
わ
っ
た
午
前
２
時
18

分
を
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
「
選
挙

に
行
こ
う
」
と
い
う
リ
ズ
ミ
カ

ル
な
コ
ー
ル
に
変
わ
り
ま
し

た
。
若
者
た
ち
が
深
夜
ま
で
押

し
か
け
た
国
会
前
、
着
実
に
彼

ら
の
中
に
民
主
主
義
・
国
民
主

権
が
目
覚
め
ま
し
た
。 

 

こ
の
稀
代
の
悪
法
を
ス
ト

ッ
プ
さ
せ
る
に
は
、
安
倍
内
閣

に
代
わ
る
政
権
を
打
ち
立
て

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
野
党

が
バ
ラ
バ
ラ
で
は
自
公
政
権

の
思
う
つ
ぼ
で
す
。｢

戦
争
法

(

安
保
法
制) ｣
廃
止
の｢

一
点
共

闘｣

が
今
必
要
で
す
。
今
こ
そ

野
党
は
一
致
団
結
し
て
、
こ
の

悪
法
を
廃
止
す
る
た
め
の
政

権(

国
民
連
合
政
府)

を
樹
立
さ

せ
る
こ
と
が
今
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほ
と
ん
ど
の
業
務
は
そ
の
ま
ま
継
続
と

な
る
見
込
み
で
す
。 

ま
た
、
法
定
外
繰
り
入
れ
で
す
が
、
こ

れ
を
行
う
こ
と
は
国
民
健
康
保
険
制
度

が
特
別
会
計
で
運
営
さ
れ
て
い
る
本
来

の
目
的
を
失
い
、
さ
ら
に
は
一
般
会
計
を

も
圧
迫
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
、
安
易

な
法
定
外
の
繰
り
入
れ
は
避
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

基
金
積
立
金
の
取
り
崩
し
で
す
が
、
こ

の
処
分
に
つ
い
て
は
医
療
費
の
増
減
等

に
よ
り
当
該
年
度
中
の
支
払
い
に
困
難

が
生
じ
た
場
合
等
に
限
ら
れ
て
お
り
、
引

き
下
げ
の
た
め
の
取
り
崩
し
は
出
来
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

減
免
制
度
で
す
が
、
あ
く
ま
で
個
々
の

納
税
者
の
負
担
能
力
に
よ
っ
て
決
定
す

べ
き
と
考
え
、
現
行
の
減
免
規
定
を
維
持

し
た
い
と
考
え
ま
す
。 

国
民
健
康
保
険
制
度
を
持
続
可
能
な

制
度
と
し
て
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

一
過
性
に
よ
ら
な
い
施
策
が
必
要
で
、
現

時
点
の
引
き
下
げ
は
考
え
て
お
り
ま
せ

ん
。 

 

♢ 

♦ 

♢ 

♦ 

♢ 

♦ 

♢ 

♦ 

 

そ
の
後
、
国
保
税
を
所
得
の
何
パ
ー
セ

ン
ト
ま
で
に
抑
え
る
施
策
と
か
、
法
定
外

の
繰
入
れ
の
他
市
町
村
の
状
況
、
過
去
に

さ
か
の
ぼ
っ
た
基
金
の
取
り
崩
し
等
、
担

当
部
長
と
や
り
取
り
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
減
免
制
度
で
す
が
、
県
外
で
の
他
市

町
村
の
制
度
の
紹
介
な
ど
も
話
し
ま
し

た
。 

｢

払
い
た
く
て
も
払
え
な
い｣

高
す
ぎ

る
国
保
税
の
問
題
は
、
何
と
か
解
決
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

                  
 

―
九
月
議
会
で
の
主
な
議
案
― 

 

今
回
の
議
案
の
中
に｢

個
人
番
号(

マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度)｣

に
関
す
る
い
く
つ
か
の
条
例

の
制
定
や
改
定
が
あ
り
ま
し
た
。
10
月
か

ら
通
知
さ
れ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
と
は
ど

う
い
う
も
の
で
し
ょ
う
か
。 

こ
の
制
度
は
、
全
国
民
に
12
ケ
タ
の｢

背

番
号｣

を
付
け
、
税
金
や
保
険
料
の
納
付
な

ど
情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
国
が
一
元

的
に
管
理
す
る
も
の
で
す
。 

 

こ
の
制
度
で
政
府
は｢

行
政
を
効
率
化
し
、

国
民
の
利
便
性
を
高
め
…｣

と
言
っ
て
い
ま

す
が
、
年
に
数
回
ほ
ど
の
手
続
き
の
一
部
が

省
略
で
き
る
程
度
で
、
と
て
も
利
便
性
と
は

呼
べ
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
導
入
時
の
初
期
投

資
が
３
千
億
円
、
年
間
経
費
に
３
千
億
円

と
ま
さ
に
税
金
の
無
駄
遣
い
そ
の
も
の
で
す
。

そ
れ
に
、
国
民
が
一
番
心
配
し
て
い
る
『
情

報
の
流
出
』と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
。 

 

国
民
に
と
っ
て
何
も
利
益
の
な
い
こ
の
制

度
は
、
即
刻
中
止
し
ま
し
ょ
う
。 

阿 見 新 報 （２）   2015 年 10 月発行     第１１２号 

一期生議員『永井よしかず』の議会見聞録 

議会最終日の 9 月 29 日、この日は各議案が採決される日

ですが、一般会計補正予算について修正案が出されました。

その内容は、平成 31 年に行われる茨城国体のセーリング会

場整備にかかわる基本計画委託料です。町の説明では、自衛

隊の武器学校内にその施設を設置し競技終了後には元の状態

に戻して返すというものです。通常、国体の前年にはプレ国

体として同様の競技会を行うので、その施設は“作っては壊

し、作っては壊し”と 2 年連続で行う事になります。総工費

は施設関係で 6 億円と言われていますが、総額ではまだまだ

膨れ上がることが考えられます。 

阿見町で、霞ヶ浦を利用したセーリング競技を行う事はと

ても良い事ですが、その施設を国体後に解体してしまう事は

税金の無駄遣いそのものです。阿見町への来場者はアウトレ

ットの開設により増えています。その人たちを霞ヶ浦湖畔に

誘導するためにも、セーリング会場跡地にカヌーやボートな

どの遊技場を作る事は、地域の活性化にも大いに役立ちます。 

今回のこの修正案は、私を含めて 7 人が賛成、9 人が反対

で否決されてしまいました。反対した議員 

は、施設を残したら“負の遺産になる” 

などと述べていましたが、国体後何も 

残らないよりは、そこを拠点として 

『湖まちづくり』の一環として整備す 

る方が、町民にとっても喜ばれるもの 

ではないでしょうか。  

 
常総市で鬼怒川が決壊 

記録的な大雨で鬼怒川が決壊した常総市

では、連日ボランティアの人たちが作業を

続けています。私も 9 月 22 日から 24 日ま

での 3 日間行って来ました。水の力は予想

以上に強く、道路のフェンスなども潰され

ていました。浸水した家屋では、畳や家財

道具を運び出す作業でおわれていす。 

 日本共産党阿見町委員会では緊急に救援

基金活動を始め、11 人の方から 38,000 円の

救援募金を預かり、日本共産党茨城県委員

会を通じて現地に渡しました。 

御協力いただいた皆様方には心より御礼

申し上げます。        (永井 よしかず) 

 

 10 月 3 日の土曜日、澄みきった青空の

もと阿見町の保育所で運動会が行われ

ました。子ども達の可愛らしい遊戯で心

が癒されました。 (南平台保育所にて) 


